
（別紙３）

～ 令和8年　2月　28日

（対象者数） 18 （回答者数） 17

～ 令和8年　2月　28日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
　個々の特性理解のため、知識が深まるよう日々のミー

ティングなどして共有をしていく。

2

　各支援室に合った活動内容の検討をしていきながら活

用法を増やしていきたいと考えている。

　利用者自身が気持ちを落ち着かせる為に別室を使いた

いなどの目的を少しでも理解できるよう伝えていきたい。

3

　イベントや行事を終え、次回の通所日に一人ひとりに

感想を聞くなどして振り返りを行い、十分に褒めることで達

成感を得られるようにしている。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
　発達支援センターや保護者、保健師等との連携や、チー

ムで知識を取り入れていく取り組みを行っていく

2
　多く関わりのある園と、綿密な日程調整を行っていき、

場合によっては年間を通して取り組む日程を決めていく。

3

　どの時間帯であれば十分にミーティングを行えるかの

検討が必要。また、業務分担など偏りが出ていないか再考す

る。

○事業所名 児童発達支援　HAPPYWORKS　清武校

○保護者評価実施期間
令和８年　２月　10日

○保護者評価有効回答数

令和８年　2月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　3月　3日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

　日々の支援の中で、振り返りをするミーティングができない

ことがある。

　記録の記入や活動の準備、利用者の様子等によって会

議ができないことがある。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

　言語聴覚士や理学療法士の職員が配置されていない為、専門

的な知識が足りていない場面がある。
　保育士や児童指導員の配置が多い為

　事業所のみ利用している児童に対して保育園や幼稚園との交

流の場面が少ない
　事業所と保育園・幼稚園等との日程調整が難しいため。

　利用者の利用が始まった後事業所の生活等に慣れるまでは職

員が一対一でしっかりと寄り添うことで不安感が解消できるよ

う支援している。

　対応した職員が様子を伝達し、共有することで利用者に合っ

た支援を全員で検討し合っている。

　一日の流れや自分の持ち物、取り組むことが理解しやすいよ

う視覚支援物を積極的に取り入れている。

視覚支援物と実際の物や行動が一致してきたら使用する頻度を

減らしていくなどの移行も行っている。

　利用者が使用する支援室(訓練室)が3部屋あり、活動内容や

個別対応などその時の様子等によって使い分けることができ

る。

　また、公共施設や公園等を積極的に利用することで事業所内

外で活動を楽しむことができる。

　子どもたちが使用する空間は危険がないように設置物を

移動するなどして安全性に配慮している

　公共施設を利用する際には事前に約束事を十分に伝えること

で公共施設内でのマナーが身につけられるよう工夫をしてい

る。

　運動会や発表会などの事業所の行事やえれこっちゃダンスス

テージなど地域のイベントへの参加をすることで、事業所の取

り組みやお子様の成長を感じることができる機会を提供してい

る。

　事前に現地に下見に行くことで利用者が当日のイメージ

を持てるような機会を設定している。

　利用者の意欲を高められるようどのようなことをするのか、

誰が見に来てくれるのかなどを伝えていきながら練習を取り組

んでいる。

事業所における自己評価総括表公表


